
学校番号 3018

令和3年度　 理数科

科目 単位数 ４単位 年次 ２年次

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

２　学習の到達目標

３　学習評価(評価規準と評価方法)

理数数学Ⅱ教科

使用教科書

副教材等

理数

数学Ⅱ（数研出版) , 数学Ⅲ（数研出版）

サクシード数学Ⅱ+B（数研出版），NEW ACTION LEGEND 数学Ⅱ+B (東京書籍)
サクシード数学Ⅲ（数研出版），NEW ACTION LEGEND 数学Ⅲ (東京書籍)

a:関心・意欲・態度

・主に提出物でもって評価
する。

c:技能

１年生で積み上げてきた高校数学の考え方をさらに発展させ、「少ない原理」→「無限の応用」をめざす。

理数数学Ⅱは、α（４単位）とβ（２単位）に分かれています。
このシラバスは、理数数学Ⅱαについてのものです。後期から理系と文系に分かれ、それぞれの進路選択に合わせたカリキュラムで授業を
行う。

(1)授業の受け方
・予習は必要ありません。
・「授業ですべて吸収する」という姿勢で受けてください。
(2)問題集
・普段はサクシード・長期休暇はNEW ACTION LEGENDを用いて復習すればよいです。
(3)数学の勉強の方法
・やみくもにパターンを覚える勉強をしている人は、「基礎基本を確実に習得し、自由に応用する」勉強へ切り替えてください。
・よく、「わからない問題を答えを見て理解するのはよくないことですか」という質問を受けます。どちらでも構わないと思います。大切
なことは、「その問題は二度と出ない」という緊張感をもっているかどうかです。見たことのある問題しか解けないうちは、数学の力がつ
いたとは言えません。「その１問からどれだけ吸収したか」が大切です。
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b:思考・判断・表現 d:知識・理解

・数学Ⅱ（三角関数・指数/対数
関数・微分法/積分法）に関する
公式等を適切に用いて、計算を
行うことができる。

・数学Ⅲ（主に極限・微分法）
に関する公式等を適切に用い
て、計算を行うことができる。

・主に定期テストにより評価す
る。

・数学Ⅱ（三角関数・指数/対数
関数・微分法/積分法）の基本と
なる考え方や公式・用語等を、
正しく理解している。

・数学Ⅲ（主に極限・微分法）
の基本となる考え方や公式・用
語等を、正しく理解している。

・主に定期テストにより評価す
る。

・数学Ⅱ（三角関数・指数/対
数関数・微分法/積分法）に関
する発展的な問題を、試行錯
誤することにより、学習した
基本的な考え方に帰着させる
ことができる。

・数学Ⅲ（主に極限・微分
法）に関するの発展的な問題
を、試行錯誤することによ
り、学習した基本的な考え方
に帰着させることができる。

・主に定期テストにより評価
する。

・学習時間を確保し、授業
の内容の定着を図ろうとす
る。

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。



４　学習の活動

a b c d

①一般角と弧度法

②三角関数

③三角関数の性質

④三角関数のグラフ

⑤三角関数の応用

⑥加法定理

⑦加法定理の応用

⑧三角関数の合成

①指数の拡張

②指数関数

③対数とその性質

④対数関数

⑤常用対数

①微分係数

②導関数

③接線

④関数の値の変化

⑤最大値・最小値

⑥方程式・不等式

⑦不定積分

⑧定積分

⑨面積
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末
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用
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分
法

・aについては主に、提出物で評価す る。
・b～dについては主に、定期テストで 評
価する。

・aについては主に、提出物で評価す る。
・b～dについては主に、定期テストで 評
価する。

○

a:提出物に対して積極的に取り組んで
いる

b:基本となる考え方を用いて、指数/
対数に関する応用的な問題を解くこと
ができる

c:次の点を評価する
(1)指数法則を用いて、指数関数を含
む方程式・不等式・最大最小問題を解
くことができる
(2)対数に関する主要な公式を用い
て、対数を含む方程式・不等式・最大
最小問題を解くことができる
(3)常用対数を用いて、大きな数の桁
数が計算できる

d:対数に関する基本的な公式・用語を
正しく理解している

○○○

a:提出物に対して積極的に取り組んで
いる

b:基本となる考え方を用いて、微分/
積分法に関する応用的な問題を解くこ
とができる

c:次の点を評価する
(1)定義に従って微分係数/導関数の計
算ができる
(2)曲線に接線をひくことができる
(3)曲線のグラフを用いて、方程式・
不等式・最大最小問題を解くことがで
きる
(4)定積分を用いて、曲線で囲まれた
図形の面積を計算できる

d:微分係数や定積分の図形的意味を理
解している

○○
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数
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○

○

a:提出物に対して積極的に取り組んで
いる

b:基本となる考え方を用いて、三角関
数に関する応用的な問題を解くことが
できる

c:次の点を評価する
(1)加法定理・合成公式を用いて、三
角関数を含む方程式・不等式・最大最
小問題を解くことができる
(2)加法定理・合成公式を用いて、複
雑な三角関数のグラフを描くことがで
きる

d:加法定理・合成公式および三角関数
のグラフについて理解している

○○○○
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主な評価の観点
評価方法単元（題材）の評価規準

・aについては主に、提出物で評価す る。
・b～dについては主に、定期テストで 評
価する。

三
角
関
数



①分数関数

②無理関数

③逆関数と合成関数

①数列の極限

②無限等比数列

③無限級数

④関数の極限

⑤三角関数と極限

①微分係数と導関数

②導関数の計算

③いろいろな関数の
導関数

④第n次導関数

⑤関数のいろいろな表し方
と導関数

①接線と法線

②平均値の定理

③関数の値の変化

④関数の最大と最小

⑤関数のグラフ

⑥方程式・不等式への応用

⑦速度と加速度

⑧近似式

※　表中の観点について　
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○○○○

a:提出物に対して積極的に取り組んで
いる

b:基本となる考え方を用いて、数列や
関数の極限に関する応用的な問題を解
くことができる

c:次の点を評価する
(1)初等関数の逆関数・合成関数を計
算できる
(2)不定形の極限を、式変形して求め
るなど、基本的な極限操作ができる

d:数列や関数の極限について、収束・
発散のスピードについて理解している

○ ○ ○ ○

後
　
期
　
期
　
末

d:知識・理解

a:提出物に対して積極的に取り組んで
いる

b:基本となる考え方を用いて、数学Ⅲ
で学習した微分法に関する応用問題を
解くことができる

c:次の点を評価する
(1)公式を用いて初等関数の導関数を
求めることができる
(2)初等関数のグラフを描き、方程
式・不等式・最大最小問題を解くこと
ができる
(3)微分法を応用して近似計算ができ
る

d:収束・発散のスピードを理解し、グ
ラフを描く際に用いることができる

後
　
期
　
中
　
間

b:思考・判断・表現

・aについては主に、提出物で評価す る。
・b～dについては主に、定期テストで 評
価する。

・aについては主に、提出物で評価す る。
・b～dについては主に、定期テストで 評
価する。

c:技能　　　

a:関心・意欲・態度
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